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1．はじめに

　テレビが誕生した時、テレビに映像メディア
としての表現スキルが存在したのだろうか。ラ
ジオ放送によって培われてきた音声による放送
表現はすでにあった。しかし、映像と音声によ
る放送表現はラジオのノウハウやスキルを移植
するだけで成立するものではない。また、それ
は突如として現れたわけではない。テレビの創
成期、そこにはテレビの表現を獲得するために
試行錯誤したテレビマンたちの歴史があった。
本稿では、日本のテレビ・ドキュメンタリーの
草分けのひとつとして評価され、1960 年代後
半から 1970 年代初頭にかけて、当時の若者た
ちから支持をうけた『ドキュメンタリー青春』

を立ち上げ、この番組を、リーダーとしてけん
引した鈴木久雄ディレクター・プロデューサー

（当時）に焦点をあて、鈴木の言葉から、初期
テレビ・ドキュメンタリーがどのように表現の
可能性を拓いたのか、そして、その映像表現の
ルーツを探る。

2．日本映画新社から東京 12 チャンネルへ

竹林：1990 年前後になりますが、私が、日本
経済新聞社グループ間の異動で、日経映像 2 か
らテレビ東京に出向して、報道局の報道番組部、
ニュース報道部に勤務しました時、鈴木さんは
報道局の局長に次ぐ総務というお立場で、その
当時は、鈴木さんの東京 12 チャンネル入社前
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のことは全然知りませんでしたが、いわゆる
ニュース映画の制作に携わられていたんです
ね。
鈴木：だいぶ昔の話ですね。僕は、日本映画新
社って会社にいたんです。これはニュース映画
会社でしてね。歴史は古くて、昭和 15 年にス
タートした社団法人日本映画社 3 がルーツなん
です。戦前のね、軍国時代に出来た会社ですね。
まあ我々ぐらいの年代の人間は、子供の頃、映
画館でよく見ているわけです。タイトルバック
が鷲のマークなんですが、まあ、軍国的だった。
この昭和 15 年、日独伊三国同盟が出来たんで
す。そして、日本もますます軍国化が、急速に
進んでいくんです。

　それ以前にも軍主導のニュース映画会社は
あったんです。朝日、大毎東日 4、そして、読

売ね。後、同盟通信。この四つの会社を中心に、
それぞれニュース映画を作って流してたんです
ね。そしてさらに、敵と戦わなきゃいかん時代
に、そんな似た様なものを作っていても無駄と
いうことで、この四つの会社を統一してね。軍
が主導して、強制的に合併させて、社団法人日
本映画社って会社が出来たんです。そして、こ
の会社が『日本ニュース』5 というニュース映
画を制作して、戦争が終わるまで上映していた
んです。
　ところが戦争に負けて、世の中ががらっと変
わっちゃった。そして、社団法人日本映画社も
株式会社日本映画社になったんです。つまり、
国が尻押しをする会社じゃなくって民間の会社
に変わったんですね。ところがこれが経営困難
になっちゃって、赤字がどんどん増えて、一時
は潰れるかというとこまでいった時、運が良
かったのかどうかは分からないけれども、東宝
が乗り出してきたんです。
竹林：トウホウ？…劇映画の東宝ですか？
鈴木：そう、劇映画の東宝。東宝が資本参加し
て、東宝の子会社になった 6。それが日本映画
新社というんですね。略して日映新社ね。まあ、
大学を出て、そこに入ったんだけど、それ以前
の戦後の日本映画社とはまた違ったね、ニュー
ス映画制作会社に変わるんですね。
　その日映新社は、設立してすぐに朝日新聞と
契約して、朝日から資金提供を受けて、新しい
ニュース映画を始めたんです。同時に、ニュー
ス映画のタイトルは、『日本ニュース』から『朝
日ニュース』に改題したんですね。朝日新聞が
毎月 500 万円出してくれたと聞いています。
竹林：『朝日ニュース』は私も記憶にあります	
ね。映画を劇場で観るとき、幕間に上映されて
いましたね。

3	 	昭和前期に存在した映画会社である。略称、日映。第二次世界大戦中に大日本帝国政府の意向を受けたニュース映画、国策
宣伝映画を製作した。

4	 大阪毎日新聞と東京日々新聞の流れをくむニュース映画会社。
5	 1940 年 6 月 11 日「日本ニュース第一号」が発行され、終戦の 1945 年末の「日本ニュース第二百六十四号」まで発行された。
6	 1951 年 12 月 5 日、株式会社日本映画社を株式会社日本映画新社に改組。東宝の全額出資の関連会社。

鈴木久雄 プロフィール
　1932	年、洋画家・鈴木千久馬の次男と
して東京に生まれる。東京大学文学部美
学美術史学科を卒業後、日本映画新社を
経て、東京 12 チャンネル（現テレビ東京）
に入社。報道畑を一貫して歩み、同時に
番組の制作に携わる。『ドキュメンタリー
春青』などのドキュメンタリー番組のディ
レクター・プロデューサーとして第 11 回
ギャラクシー賞（個人賞）を受賞。「没収
された原爆フィルム」で第 28 回ギャラク
シー優秀賞を受賞する。1993 年退社。著
書に『ブルーノ・タウトへの旅』（2002 年、
新樹社）、『複眼のヨーロッパ美術紀行』

（2008 年、新樹社）等がある。2015 年 12
月 12 日逝去。夫人は、日本画院理事長で
日本画家の鈴木美江氏。
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鈴木：そうそうアレ。『朝日ニュース』はまあ
結構長く続くんですね。僕はスタートして二年
くらいの、昭和 30 年に日映新社に入ってね。
そのときはまだ社屋も銀座にあって、並木通り
にあったんですよ。そこに通ってね。毎号、毎
号、それこそニュース映画だから、事件があれ
ばすっ飛んでくし、事件が無いときは企画を考
える。そんなことをやってたんですよ。
　あの当時、東京 12 チャンネルに移ったのは、
あの時代の日映新社の仲間なんですよ。私の他
に数名いましたね。これが昭和 39 年に東京 12
チャンネルがスタートした時、皆で受けて入っ
たんですね、東京 12 チャンネルに。
竹林：昭和 39 年ってことは 1964 年。東京オ
リンピックの開幕の年ですね。
鈴木：そう、その年に東京 12 チャンネルはス
タートしたんです。東京 12 チャンネルってい
うのは局名でチャンネル名です。会社名は科学
技術振興財団テレビ局っていう、長ったらしい
名前の会社です。これは、財団法人なんですね。
それから、放送免許は教育放送で認可が下りた
んです。これがね、テレビ東京の前身なんです
ね。でも、科学技術振興財団テレビ局としてス
タートした東京 12 チャンネルは、すぐに経営
的に行き詰っちゃうんです。
竹林：教育放送だったからですか ?
鈴木：そう。教育放送、教育番組じゃとても世
の中を渡っていけない訳ですよ。最初は威勢の
いいことを言って、趣旨に賛同して、お金を出
してくれるだろうと見込んでいた財界の各社が
ですね、いざ、自分のところでお金を出せる状
況となると尻込みしちゃってね。お金はあって
も困らないということになったんでしょうね。
それで、どうにもならなくなって。財団テレビ
局というのが変わらざるを得なくなった。
　そういうことがあって、ドキュメンタリーに

取り組むようになっていくんですけどね。まあ、
テレビ局の編成も絡んでくるんですが、東京
12 チャンネルの制作現場の中核になったかな
りの人材は、ニュース映画会社で腕を磨いてい
てきた人達なんです。そういった人達にとって
テレビの仕事は、まあ言ってみれば、非常にや
り易かったんです。なかでも、ドキュメンタリー
というジャンルであれば、かなり訓練ができて
いたんですね。
竹林：私は学生時代に映画監督で映像理論家の
松本俊夫 7 先生に映像を学んだのですが 8、松
本先生から鈴木さんが東大の美学美術史学科の
クラスメイトであったとうかがっています。松
本先生も卒業後、新理研映画 9 に入社していま
すが、その当時は、ニュースや文化映画系の会
社に入社するということは、相当のエリートと
言いますか。それが、わざわざ海のものとも山
のものとも分からないテレビに、しかも後発の
東京 12 チャンネルに移らなくてもと思うんで
すが。
鈴木：松本君の理研もニュース映画を作ってい
たと思うけど、要するにねぇ、なんでテレビに
移ったかっていうとね。もう勝負あったなって
いう感じなんですよ。ニュース映画にはどうに
もならないことがある。例えば速報性とかね。
そういうニュースということで考えると、速報
性の点ではテレビにかなわない。それから、や
はり可能性から言うと、もうテレビの方がある
なあって感じがしてたんですね。つまり、いろ
んなことが出来るかもしれないなぁっていう感
じはあったんですよ。
　東京 12 チャンネルが開局するのは昭和 39
年（1964 年）ですが、民放も、昭和 1953 年に
日本テレビ、そして 1955 年に TBS（旧社名：
東京放送）が先に始まっていて、昭和34年にね、
テレビ朝日（旧社名：日本教育テレビ）とフジ

7	 日本の映画監督、映像作家、映画理論家。元日本映像学会会長。
8	 筆者はイメージフォーラム付属映像研究所の研究生として松本俊夫から劇映画、実験映画の映像表現や映像理論を学ぶ。
9	 	1952 年から 1960 年代後半まで存在した映画製作会社である。ニュース映画、産業映画等を製作。1932 年～ 1946 年に存在

した理研科学映画が前身である。
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テレビがスタートしていたんですよ。つまり、
昭和35年の安保の前に、すでに東京では、12（東
京 12 チャンネル）を除いた民放局が完全に始
まっちゃった。それで 12 チャンネルというの
は最後の局だったんです。東京で最後の賭け、
バスに乗り遅れるなっていう、そういう言葉が
聞こえてきたようなね。まあ、私はそれでも
ニュース映画にはまだ未練があったし、十分
やってからでもいいんじゃないかと思ってグズ
グズしてたんですよ。でも、そこぐらいまでい
くとね、もう、だいたい限界が分かってきた。
それで、東京 12 チャンネルが開局する前に日
本映画新社を辞めたんです。
竹林：東京 12 チャンネルに入られたのは、開
局の前なんですね。
鈴木：そうです。前の年、昭和 38 年（1963 年）
の夏に、12 チャンネルの採用試験を受けて、
放送開始の半年以上前に入っちゃったんです。
開局の準備もあるんでね。

3． 創成期のテレビに感じたメディアとしての
可能性

竹林：鈴木さんは、入社当時、メディアとして
のテレビをどういうものだと捉えていました
か？
鈴木：生中継の凄さを思い知らされましたね。
その時のことは、今でもよく覚えていますが、
開局する前の年（1963年）かな。もう僕は12チャ
ンネルに入っていて。そして、報道の同僚たち
と打合せをしようとしている時だったと思いま
すが、そこで何気なくテレビのブラウン管を見
てたら、ケネディが暗殺されたというニュース
が飛び込んできたんです。それをそのまま生で
見たんです。最初の実験的な衛星中継ですね。
それにケネディ暗殺の映像が入ってたんです
ね。いやあ、これは大変なことになったってね。
興奮したね。こっちはもう、どういうことになっ
たかあんまりよく飲み込めていなかった。
ちょっと、きょとんとして画面を見てました。

竹林：そこでテレビの持つメディアとしての可
能性というか、凄さみたいなものを感じられた
んですかね。
鈴木：いやぁ即座にそれを理解するには、こっ
ちが勉強不足でしてね。あの後に、だんだん段々
分かってくる訳ですけどね。とにかく、それを、
実物を見たんですよ。偶然ね。これがもう凄い
刺激だ。やっぱり、これはもう間違いなくテレ
ビの時代だと。そんな風に思ったんですよ。
竹林：私は当時、5、6 歳なので、果たしてリ
アルタイムで見ているのかどうか、記憶が定か
ではないですが、ケネディーが頭を撃たれるそ
の瞬間の映像は記憶しています。あの映像が流
れたんですか？
鈴木：どうだったかなぁ？何かの映像は見たよ
うな気がするけどね。ニュースだけじゃなくて
ね。アナウンスだけでもなくてね。なんていう
かなぁ。凄い、濃厚な時代にテレビは入ったん
だなという風に、強く思ったんですよ。なんせ
アメリカから、今の出来事が、電波に乗って飛
んでくるということ自体が考えられないことだ
からね。しかも、生なましいニュースが生放送
で入ってきたんだから、それ以上のものはない
でしょう。
竹林：9．11（アメリカ同時多発テロ事件）の
時もそうですし、オリンピックやワールドカッ
プ等、今でも生放送、生中継は視る者の心をつ
かみますね。テレビは時代を越えて、リアルタ
イム、つまり、今が大事なんでしょうね。さて、
開局前のその頃、報道に配属された鈴木さんは
どんなことに関心がありましたか。
鈴木：僕が東京 12 チャンネルに入社したのは
放送開始前の 1963 年ですが、入る前かから、
非常に大きな関心があったのは、やっぱりベト
ナム戦争ですね。これは、この時代のテレビの
制作者にとっては共通して言えることでしょう
ね。
竹林：私は、はるか後の時代のテレビマンです
けれども、その時代、テレビは熱かったと思い
ますね。ドキュメンタリー番組ではなく、TBS
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の報道番組の『JNN ニュースコープ』でも、
ベトナム戦争中に田英夫さんが西側から初めて
北ベトナムに入ってリポートしたりと、今では
考えられない大胆な取材やロケをしています
ね。
鈴木：田英夫さんの「ハノイ田英夫の証言」10

ですね。アメリカの空爆の中で北ベトナムの人
たちの暮らしぶりが良くわかりましたね。ただ
あの頃、12 チャンネルには、同じようなこと
をやる力は無かったですね。
竹林：それは、制作費、お金ということですか。
鈴木：まあ、そうですね。
竹林：その開局当時の東京 12 チャンネルの放
送設備はどんな状況でしたか ?　
鈴木：それはちゃんとしてはいたんですよ、設
備は。社屋も新しいしね。それから、その後で
も、それなりの設備を入れたしね。ただし、あ
くまでも教育放送ということで、それが基本だ
から、それに見合った形の設備であり、規模で
はあるんですよね。ただし、TBS や日本テレ
ビみたいな、いわゆる先発の民放局と対等に張
り合う様なものではなかったんじゃないか
なぁ。ちょっとその辺が少し十分じゃなかった
のかもしれないですね。ただ、それなりにやれ
る形は持ってました。それで、番組もある程度
作ってたし、まあこちらはこちらで、他局でや
れないものとかを、ここで何とかやろうじゃな
いかってね。それで、僕は、ドキュメンタリー
だったらできそうだと思ったから、是非やりた
いと上司に進言して、上司も一つぐらいそうい
うの作ってもいいかなということになってね。
それで、開局の年に、報道制作のドキュメンタ

リー番組をスタートさせたんです。まあ、そう
いう経過です。ですから、それ（放送設備）自
体はなかなかちゃんとしてたんですよ。
竹林：東京 12 チャンネルやテレビ東京の OB
の人達のなかには、鈴木さんのことを〝ドキュ
メンタリーの神様〟と呼ぶ人たちも多いのです
が、東京 12 チャンネルが開局する前になりま
すが、すでに先行する NHK や民放でテレビ・
ドキュメンタリーはスタートしていましたね。
1957 年に、NHK がテレビ・ドキュメンタリー
の幕開けと位置付けられているドキュメンタ
リー番組、『日本の素顔』11 を始めていますね。
吉田直哉 12 さんの「日本人と次郎長」等、テ
レビ史に残る作品を数多く遺した番組です。
鈴木：僕は神様ではないですが、ドキュメンタ
リーにはこだわった。そこでしかやれないと
思っていたから。でも、僕たちは後発だったし、
規模も小さかったから苦労したね。NHK もそ
うだし、先行する民放のドキュメンタリー番組
に追いつきたくて、必死で走っていたんですよ。
あの NHK の吉田さんの『日本の素顔』は、い
つまでだったかなぁ？
竹林：1964 年に『現代の映像』13 に変わって
ますね。
鈴木：そうだ、変わった。ちょうど東京 12 チャ
ンネルが開局した年に、『現代の映像』に変わっ
た。それから、民放では、日本テレビの『ノン
フィクション劇場』14、そして、TBS の『カメ
ラルポルタージュ』15 がスタートしていました。
竹林：『ノンフィクション劇場』は 1962 年に
スタートしていますが、これが民放では最初の
ドキュメンタリー番組と考えていいんでしょう

10	 	TBS	1967 年 10 月 30 日放送。当時、TBS の田英夫が、西側メディアとしては初めて、アメリカ空爆下の北ベトナム・ハノ
イに入り、街や人びとの様子を克明に伝えた番組。	田は番組で、ハノイの人びとがほぼ定時の米軍の	...

11	 	1957 年 11 月から 1964 年 4 月まで NHK テレビ、NHK 総合テレビで放送されていたドキュメンタリー番組。日曜日のプラ
イムタイムに放送された。NHK によるドキュメンタリー番組の嚆矢とされる。

12	 	吉田	直哉（1931 年 4 月 1 日	－	2008 年 9 月 30 日）は、NHK 入局後、『日本の素顔』『NHK 特集』などのドキュメンタリー
番組や大河ドラマ等を手掛けたテレビディレクター、演出家である。

13	 	『現代の映像』は、1964 年 4 月から 1971 年 4 月まで NHK 総合テレビで放送されていたドキュメンタリー番組。『日本の素顔』
と、NHK 教育テレビの『現代の記録』を統合する形で企画された番組。

14	 	『ノンフィクション劇場』は日本テレビ放送網のドキュメンタリー番組。中断された期間もあるが 1962 年 1 月から 1968 年 3
月まで放送された。

15	『カメラルポルタージュ』は、TBS が 1962 年 3 月に放送開始したドキュメンタリー番組。
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か？
鈴木：そういうことですね。日テレは日本で最
初の民放局ですが、ドキュメンタリーでも牛山
純一さんが制作された『ノンフィクション劇場』
が一番古いんじゃないでしょうか。
竹林：そして、1964 年、鈴木さんは開局して
間もない東京 12 チャンネルで『テレビドキュ
メント日本 1964』16 というドキュメンタリー
番組をスタートさせるわけですね。〝テレビ〟
がつくのもそうですが、特徴のある番組名です
ね。
鈴木：そう。番組のタイトルは、『テレビドキュ
メント日本』って〝テレビ〟が入るんですよ。
そして、1964 が入って、『テレビドキュメント
日本1964』。ちょっと長ったらしい題名だけど、

（上層部が）それがなぜだか“テレビ”を付け
ろって言うんですよ。ドキュメントだけじゃな
くてね。それでまあ、テレビには違いないから、
テレビでなけりゃできないドキュメントをやる
んだっていう、そういうニュアンスや意図を込
めてそういう長ったらしい名前が付いたんです
よ。
竹林：この時代は、各局共にテレビ・ドキュメ
ンタリーが面白いですね。なかでも『ノンフィ
クション劇場』は、カンヌ国際映画祭やエミー
賞を受賞する作品もありましたし、とりわけ、

「南ベトナム海兵大隊戦記・第一部」（1965 年
5 月 9 日放送）は、放送後、時の政府が動くな
ど 17、大きな反響を呼びましたね。
鈴木：牛山純一さんのね。生首シーンで有名な
作品ですね。
竹林：はい。この頃はもう鈴木さんもテレビで
ドキュメンタリーを作られていますね。

鈴木：その時は何年ですか？
竹林：記録では、（「南ベトナム海兵大隊戦記　
第一部」は）1965 年の 5 月 9 日オンエアとなっ
てます。オンエアはされてるんですが、その後
の第二部、第三部の放送が中止になっています。
鈴木：1965年っていうと昭和40年ですね。じゃ
あもうスタートしてますね。ベトナム戦争で、
本格的に北爆が始まった頃ですよ。あの12チャ
ンネルが開局して間もなくね。僕がテレビでド
キュメンタリーやっている時に、北爆が熾烈に
なるんですね。その後かな、『ノンフィクショ
ン劇場』が「南ベトナム海兵大隊戦記」をやっ
て物凄くショックでした。そういう記憶がある
んです。

4． 創成期のテレビ・ドキュメンタリーにおけ
る新しい展開について

竹林：それから、この時代のテレビはですね、
日テレの牛山純一さんが、外部の大島渚さんを
起用して「忘れられた皇軍」18 を作ったように、
鈴木さんも今村昌平さんと組んで 19、ドキュメ
ンタリーを作っていますね。劇映画の監督だけ
じゃなくて、前衛的な表現者たち、例えば、寺
山修司さんや武満徹さんもテレビ、特にドキュ
メンタリーに関わっていますね。例えば、TBS
で、萩元晴彦さんと村木良彦さんが演出された

『現代の主役』でやられた「あなたは．．．」20 と
かですね。
鈴木：ああ、「あなたは．．．」ね。
竹林：あと、「あなたは．．．」と同じインタビュー
の手法で作られた、「日の丸」21 とかもありま
すが、なかでも面白いのが、1967 年 6 月に放

16	 	『テレビドキュメント日本 1964 ～ 1967』1964 年 4 月から 1967 年 3 月まで放送された。　放送時間　No.1 ～毎週水曜日 21：
00 ～ 21：30、No.40 ～	毎週火曜日 21：30 ～ 22：00。

17	 	「南ベトナム海兵大隊戦記・第一部」は、1965 年 5 月 9 日に放送された。当初は第三部まで放送する予定だったが、当時の
日本政府に反米的であるというとらえ方をされ、第二部以降は放送中止となった。

18	 	「忘れられた皇軍」1963 年 8 月 16 日放送。大島渚、野口秀夫の共同演出。元日本兵でありながら軍人恩給が支給されない朝
鮮半島出身の傷痍軍人に焦点をあてた。第 1 回ギャラクシー賞受賞作 .

19	 1970 年代に東京 12 チャンネルで放送された『金曜スペシャル』の「未帰還兵を求めて」等のドキュメンタリー。
20	 1966 年 11 月 20 日放送。構成：寺山修司、音楽：武満徹、ディレクター：萩元晴彦、村木良彦。
21	 1967 年 2 月 9 日放送。構成：寺山修司、ディレクター：萩元晴彦。
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送しているんですが、同じTBSの『マスコミQ』
という番組の「私は」という企画で、30 分ワ
ンカットで、しかも生放送のドキュメンタリー
というのをやっています。新宿の歌舞伎町で緑
魔子さんがずっとインタビューし続けるとい
う。ワンカットですから、当然、スポンサーの
CM も流せないですから、これをテロップで流
すと言うようなことをやったりとかですね、ま
さにちょうどこの時代は、ドキュメンタリーが
面白い展開を見せていたと思うんですけど、そ
れは、お互いに意識されていたんですか。
鈴木：まあ、（TBS の萩元晴彦や村木良彦の演
出は）意識はしていたけどね、そこまではとて
もできない。それは、局（の規模や社風）が違
うからね。まあ、我々はちょっと問題起こした
ら息の根を止められちゃうわけですよ。つまり、
それをやってスポンサーがとれるかどうかって
こと。TBS やなんかは制作に特化してやれた
だろうね。営業さんも強く、編成がバックにつ
いてくれれば、かなり思い切ったことをやって
もなんとか大丈夫だけれども、まあ僕がいた東
京 12 チャンネルでは、それをやったら即座に
潰されちゃったんですよね。まあ潰されたって
いうか、編成が（番組の企画を）駄目だって言っ
たらもうそれでおしまい。編成をギリギリ味方
に付けられるかどうかがまずあるし、（放送枠
を確保する、あるいは独自にスポンサーを探す
こと等、報道局を飛び越し、さらに他セクショ
ンの職権を侵食する形で、編成局や営業局等に、
非公式にその根回しを行わなければならない）、
まあ相当に綱渡りだし、それは表立っては言え
ないんですよ。
　まあ、局内の事情だからね。だから、それを
どうやって凌いでいくか。まあ僕は、TBS の
萩元さんや村木さんたちは、当時としてはかな
り思い切ったことをやって、よくやるなぁと感
心していたんです。まあ田原（総一朗）君なん

かは、わりと早くからそういった人たちと交流
があったでしょうかねぇ。それからテレビマン
ユニオンの連中とも少し関わりがあったのか
なぁ。
竹林：田原さんは、当時、萩元さんたちが書か
れた本（『お前はただの現在にすぎない』1969
年、田畑書店）にも登場してますね。ただ
TBS のその前衛的なというか実験的なことを
やられている皆さんは、そのあと結局、TBS
を出ることになりますが…。
鈴木：そうなんだよ。そうなってっちゃうよね。
竹林：それが、日本初のテレビ制作会社に繋
がっていくんですよね。
鈴木：テレビマンユニオンね。まあ TBS だっ
たから成功したけど、まあ 12 だったらまあ惨
めなことになっちゃうんですね。そこにやっぱ
り、局の違いがあるんですよね。だから、私に
とっては、とにかくなんとか（ドキュメンタリー
を）続ける。灯を消さないようにする。これが、
一番大事な事だったんですよ。だから、その為
にはどうすればいいかという事で、そういう風
にプロデュースしてきたんです。まあ、幸い報
道だけじゃなくて、編成とか周りにも少し理解
してくれる人がいたから出来たと思うんですよ
ね。

5． ニュース映画と初期テレビ・ドキュメンタ
リーの関係性

竹林：今の時代のテレビ・ドキュメンタリーの
作り手は、ENG（Electronic	News	Gathering）22	
が完成されてとっても自由に動ける中で作って
いると思うんですよ。私自身は、1980 年代に
入って就職しましたので、4 分の 3 インチでは
ありましたが、もうほとんど ENG システムが
導入された中で番組を作ってきたんです。鈴木
さんは、ENG が無い時代にやられているんで

22	 	ビデオカメラなどによりテレビ番組の素材となる映像、音声を収集（取材）する屋外撮影のシステムをいう。昭和 40 年代
から 50 年代にかけてこのシステムが導入され、現在もテレビ番組制作を支えるシステムである。
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すが、その大変さについても、今日、聞いてみ
たかったんですが…。
鈴木：これはね、東京 12 チャンネルに入る前
の日映（日本映画新社）の時の話だけどね。ど
んなに大変で、先輩がそのことに苦労したかっ
てね、なかなか解ってもらえないんだけどね。
これはね、名人が多いんですよ。カメラマンの
名人が。今から考えると、考えられない状況の
なかで、努力してね、名カットを残してくれた
んだけども、それは 35mm のフィルムなんだ
よね。
竹林：映画館で上映するからですね。
鈴木：そう、劇場用の 35mm フィルムで撮影
する。撮影は手持ちのアイモだった23。入るフィ
ルムは 100 フィート巻きが 1 本だからあっと
いう間に終っちゃう。
竹林：35mm で 100 フィートだと 1 分少々く
らいですね。
鈴木：その中で名カットを撮ることがいかに大
変か。それは狙ってないと撮れない。しかもビ
デオと違って、レンズを交換して、フィルター
を変えて、露出、計ってね。でも、そんな大変
なことをしながら、決定的な瞬間を押さえた、
後世に残る名カットがあるんですよ。
　例えばね、今でも覚えているんだけど、ニュー
ス映画時代にね、相模湖で女子大生の乗った船
が転覆して、その時に、女子大生が水死しちゃ
うんですよ。で、各社から各班が派遣されて詰
め掛けて取材をする。そこで、水の中からこわ
ばった遺体があがってくるわけね。その遺体を
そのまま撮影しても使えないですし、ましてや、
まだ乙女だからね。これを、どうやって表現す
るかという時に、お母さんが駆け寄ってくるん
ですよ。湖のほうにね。それで（遺体が）上がっ
て、運ばれていく時に、カメラマンが、そのお
母さんの後ろからガーァとカメラを回しながら
から移動撮影していった。娘さんの遺体をフ

レームのギリギリで切って、顔を切って、映像
は、運ばれていく遺体にすがって泣きながら歩
いていくお母さん。そして、その向こうに亡く
なった娘さんのこわばった手がかすかに見える
んですね。そういうカットを撮ったんです。こ
れはね、まさに名カットなんですけども、いま
言ったように、わずか 1 分強しか撮影できない。
そういう現実の一部始終のなかでそれを狙って
撮っていく。もちろんわずか 1 分の中に全体の
情景も撮るし、最低限、必要なカットは撮らな
きゃいけないんですよ。
竹林：どのくらいの分量のフィルムが与えられ
るんですか。　
鈴木：ケースによるけど上映がニュースが何本
か入って 800 フィートだったから…。
竹林：1、2 分のニュースで 100 フィート巻き
が 3、4 本？
鈴木：そんな感じかな。まあ、常識的な範囲で
ね。だからよく“端尺”って言ってね。残り
のフィルムを大事にとっといて、よく持ってき
ましたよ。フィルム無くなったら、チェンジバッ
クって言う黒いバックで端尺に入れ替えて、こ
れでワンカットだけは撮れるから。そんなこと
をやってました。
竹林：ただそのフィルムチェンジのときに決定
的な瞬間が起こらないとも限りませんから、惜
しい瞬間もあるんでしょうね。
鈴木：本当にそう。それを逃さずに撮れるって
いうのは、計算が出来ていないとなかなか撮れ
ない。だからといってどんどん回せば、すぐに
フィルムがお終いですしね。
竹林：音はどうされてたんですか。
鈴木：音はね、その頃からデンスケ 24 はあっ
たんです。手巻きのデンスケ。　　　　　　　　　　　　　　　　								　
竹林：手巻きで音を録るんですか。
鈴木：そうか、君たちは知らないよね。電動式
に変わるまで、最初の頃は全部手巻きですよ。

23	 	アイモは米国ベル・ハウエル社製の 35mm フィルム用手持ち映画カメラである。駆動はゼンマイ方式。フィルム装填は 100
フィートまでで、200 フィートや 400 フィートのカートリッジは使用できない。

24	 デンスケとは、可搬型テープレコーダーの愛称。ENG が登場するまで、テレビ番組の取材では欠かせないものだった。
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手巻きでいっぱいに回して、それで録るんだけ
ども、録ってる音の方に気がいってると巻くの
忘れちゃうんです。マイク向けててね“今いい
の録れた！”と思うとね、こっち（ゼンマイを
巻くこと）が疎かになってテープが止まっちゃ
てるんです。
竹林：何年ぐらいまでの話ですか？
鈴木：僕が日映新社に入ったのが昭和 30 年だ
から、昭和 35 年くらいまでかな。その後、テー
プレコーダーが電動式に変わったの。それで、
電動だから少し楽になってね。だから、そうい
うのも含めてね、ドキュメンタリーが発達して
きたんですよ。

6．テレビ・ドキュメンタリーのルーツとは

竹林：テレビ放送が、昭和 28 年（1953 年）に
開始されるんですが、鈴木さんがニュース映画
で培われたノウハウをテレビのドキュメンタ
リーに吹き込んでいったように、ニュース映画
が創成期のテレビ・ドキュメンタリーに与えた
影響は少なくないんじゃないですか？
鈴木：そうです。私が入った日映新社という会
社は、私が入る 2、3 年前にね、前にいた人達
がごそっと辞めて、NHK に移っているんです。
昭和 28 年に、NHK でテレビニュースがスター
トして、テレビで言えばディレクターにあたる
企画 25 もカメラマンも引き抜かれてね 26。それ
でその人達が、撮影はもちろんだけど、いわゆ
るテレビニュースの編集、つまりニュース編集、
放送含めてね。おそらくニュース映画から行っ
た人達が、最初、NHK のドキュメンタリーを
作ったんじゃないかと思うね 27。まあどんどん
どんどん変わってきちゃうんですけどね。
竹林：たしかに、NHK の吉田直哉さんもラジ

オ出身の人ですし、吉田さんが著書に書いてい
るんですが 28、放送開始してすぐの NHK には、
カメラマンが少なくて、『日本の素顔』で、や
くざの世界に日本社会の縮図をみようとしたド
キュメンタリーを作ってるんですけど、この時
のカメラマンは、ほとんど素人なんです。つま
り、創成期のテレビに、映像表現のノウハウや
スキルを注入したのは、ニュース映画だった。
鈴木：まず、そうでしょうね。少なくとも 12（東
京 12 チャンネル）はそう。我々、ディレクター
はそうですし、カメラマンもそう。ニュース映
画のカメラマンは、戦中は、戦場に行ってた人
たちでね。助手も何にもなしに一人で出来ちゃ
う。しかも、決定的な瞬間をそれは見事に撮る。
プライドも相当高かった。
竹林：やっぱり、テレビのドキュメンタリーの
ルーツはニュース映画なんですね。
鈴木：僕はそう考えています。
竹林：それで、また技術の話に戻りますが、少
し時代が進んで、『ドキュメンタリー青春』の
頃は、技術的には、もう少し進んでるはずです
ね。
鈴木：その頃ねえ。『青春』が 1968 年からだ
から、かなりベトナム戦争も進んでいるわけで
しょ。もう北爆も始まってるしね。その時期は
ちょっと調べなきゃいけないんだけど、その頃
には、デンスケがもう電動式に変わってるし、
それから、そろそろ ENG、これがそろそろ使
われるようになってきたんですよね。ただ、東
京 12 チャンネルは ENG の対応がかなり遅れ
たんですよ。ですから、他の局に比べれば、か
なり遅れて ENG が入ったんで、それまでは 16
ミリのフィルムを回して、そういう作り方だっ
たんですね。16 ミリで回したものを 16 ミリで
編集して、それでオンエアもフィルムをかけて

25	 鈴木氏によれば、演出と構成の両方を担うのが企画という役割。テレビで言えばディレクターに相当する。
26	 	日本映画新社の『朝日ニュース』でニュース部長をつとめていた大峯昇も、企画やカメラマンを引き連れて NHK に移って

いる。
27	 後日、確認したところ、1957 年当時の NHK 撮影課長の田畑雅も日本映画新社出身者であった。
28	 吉田直哉『映像とは何だろうか―テレビ制作者の挑戦―』2003 年、岩波新書
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ね。

7． ニュース映画が創成期のテレビ・ドキュメ
ンタリーの映像表現に与えた影響

竹林：テレビマンとしての鈴木さん御自身は、
ニュース映画からどのような影響を受けていま
すか？
鈴木：つまり、私の場合はね、ニュース映画会
社に入っていたが為にね、ここはまあ入ったと
きからもう段々、やれる仕事がね、先が見えて
きたなぁって感じがして、もういよいよテレビ
だなぁってところで、12 チャンネルに移るわ
けです。ただ、その 7 年か 8 年の間、（ニュー
ス映画の）現場に行ってたことが、その後に、
すごく役立ったったんですね。それは、テレビ・
ドキュメンタリーの要素と、ちっとも変わらな
い。でまあ、要するに大事なことをね、ある程
度、予行練習をやっていたんですね。それは、
いかに現場で生きた映像をキャッチするか、そ
の為にどういう風に判断して、どういう風に動
くのかと言ったこと。で、何よりも、現場のほ
んのちょっとしたものをどうやってとらえて、
それをどう編集するか。編集はやっぱりすごく
鍛えられたんですね。極端に言うと、編集がい
かに重要であるかっていうこと。これはもう随
分教えてもらった。そういう映画作り、映像表
現の根幹の部分を（ニュース映画の現場で）自
分なりに勉強できたんですね。それでそこで得
たもの、感じたものが、12 チャンネルの場合
はそれがそのまま生きてきているってこと。そ
れが他の局とはちょっと違うかもしれない。
竹林：私も鈴木さんをはじめとする先輩がたの
背中を見ながら、教えていただきながら育った
んだと思います。おそらく私の演出の手法にも、
ニュース映画の人たちが切り開いたものが相当
に色んな形で入っているんだろうとあらためて

思います。その、鈴木さんが作られた路線が、『ド
キュメンタリー人間劇場』29 にも繋がっていっ
たんですね。
鈴木：たぶんそうだと思いますね。ただ問題は
ね、『人間劇場』もやっぱり人間が相手でしょ。
どうしてもね、状況を描くこととは違うわけで
すよ。
竹林：状況というのは、その人物をとりまく状
況ですか？、例えば、社会だとか時代だとか。
鈴木：そう、そういった世の中の生の状況ね。
僕は、その中の人間を捉えることが大事だと思
うんだけども、作る側は、むしろ、取り上げた
い人間が先にいて、それをいかに、どんな格好

（人物や展開）にしていくか、という状況の中
でいかに生きていくかということを見せなきゃ
いけないという風になるから、どうしても側面
的な要素を入れざるをえなくなりますね。そこ
をどうするかですね。結局、こうしないと形に
ならないからという理由でね。逆に言うと、そ
こで、一番大事なものが抜け落ちちゃう様な気
がするんですね。要するに、慣れてくれば、巧
く見せることはできると思うんですよ。表現に
慣れちゃった。安全運転っていうのかな。
　ただまあ、作品としては、人間に合わせてお
けば間違いはないよね。人の価値観は多様だし、
色んな人もいるわけだしね。本題はやっぱり、
世の中の生の状況とあんまり離れちゃうとね、
どうなのかなぁって思ってね。
竹林：そうですね。その状況というかその社会
を踏まえたうえでやっぱり人間を描きたいです
ね。
鈴木：そうしないとね。その単なるその人の趣
味を取りあげるということになったらつまらな
いですね。“今、この世の中に生きてる人間を
とらえる”そういう視点がやっぱりないととら
えた映像が生きてこないですね。そんな風に思
いますね。	

29	 	1992年 10月から2000年 3月に、テレビ東京のゴールデン枠やプライム枠で放送された。演出家や映画監督が競作したヒュー
マン・ドキュメンタリー番組。筆者も「母ちゃんになりたい～脳性マヒ・みゆき生きて愛して～」（1999 年 12 月）の演出と
プロデューサーを担当した。
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8．おわりに

　本稿は、テレビ・ドキュメンタリーの創成期
にオーラル・ヒストリーで迫ろうと試みたもの
である。鈴木久雄氏へのインタビューは、2009
年 12 月 12 日に行なった。極力、鈴木氏の言
葉をそのまま文字化したが、意味が伝わらない
と思われる場合は若干の修正を加えた。鈴木氏
へは、このインタビューの後に電話による追加
取材を 3 回行っている。追加取材で確認したこ
とは（　）で追記した。
　テレビ放送が始まった時、そこには映像表現
のノウハウは無かった。ただし、先行したニュー
ス映画は、本来は一台のカメラの撮影でつなが
るにない現実を、時間や空間を省略して、いか
にも連続したものであるかのように見せる映像
表現のセオリーを確立していた。
　鈴木久雄氏のインタビューが示唆するよう
に、これが、創成期のテレビにおいて人材と共
に移植されたととらえるのが合理的である。な
かでも、他の在京テレビ局と比べて、ヒト、モ
ノ、カネといった経営資源に乏しかった設立当
時の東京 12	チャンネルにおいては、ニュース
映画のノウハウが、テレビ・ドキュメンタリー
につながっていったことは当然の帰結と言えよ
う。テレビ・ドキュメンタリーのルーツはニュ
ース映画である。と、確信をもって語った創成
期のテレビ・ドキュメンタリーの開拓者・鈴木
久雄氏の肉声を本稿に記録できた意義は大きい
と自負している。
　
ニュース映画関連史

1939　10　 1　映画法施行
　　　　　　　	シナリオ事前検閲　製作本数・

興業時間制限
　　　　　　　	ニュース映画の強制上映はじま

る

　　　　　　　	日活など 3 社を大日本映画社
（大映）に再編成

　　　　　　　	文化映画系制作会社200社以上
を 39 社に整理

1940　 4　15　	社団法人日本ニュース映画社
を設立

　　　　　　　	朝日・大毎東日・読売・同盟の
4 新聞通信社のニュース映画を
統合

1941　 1　 1　	ニュース・文化映画の強制上
映を全国化

　　　 5　 1　	日本ニュース映画社を社団法
人日本映画社に改組

　　　　　　　	東宝、松竹の文化映画部、文化
映画製作会社を吸収合併

　　　　　　　	「日本ニュース」をはじめ、文
化映画、記録映画を製作

　　　 8　16　	内閣情報局が映画の臨戦体制
化を通達

　　　　　　　	松竹・東宝・大映　製作本数月
2 本

　　　　　12　	大蔵省令で、米・英映画の上映
を禁止

　　　12　31　	米映画会社の日本支社 8 社解
散

1943　 1　　　	主な文化映画製作会社を日本
映画社、朝日映画社、電通、
理研科学映画に統合整理

1945　 9　22　	連合軍総司令部情報頒布部、
映画各社に映画製作内容につ
いて指示

　　　　　　　	軍国主義、封建的忠誠心などを
奨励する内容の排除

　　　11　11　	映画法廃止、映画公社解散
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　　　　　　　内務省・情報局共同通牒

1946　12　　　	社団法人日本映画社を株式会
社日本映画社に改組

1951　12　　　	株式会社日本映画社を株式会
社日本映画新社に改組
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付記
　鈴木久雄氏へのインタビューは、立教大学大
学院身体学研究科修士課程での研究の一環とし
て、2009 年 12 月 12 日に行ったものです。鈴
木氏は、奇しくもインタビューから 6 年後の
2015 年 12 月 12 日に逝去されました。生前の
鈴木氏にご指導いただいたことを感謝申し上げ
ますと共に、あらためまして、心よりご冥福を
お祈りいたします。


